
簡単POSしちへんげ
小売業・専門店向け All-in-One ERP-POS System

顧客／売上／在庫／棚卸／発注／仕入／分析／企画
などの業務をシステム化し、全てを POS １台 で完結できます
理想の店舗運営を実現するERP-POSシステムです

簡単POSしちへんげ

POSから始まる流通ソリューション



顧客情報と購買履歴を活かした販促ができていない

お客様の購買動向に基づいた、DM発行が可能

売れ筋を分析した商品販売企画と効果集計が可能

いつ・どこで・だれが・何を

どのように・いくら…

商品、売上、顧客を組み合せた分析

と企画効果集計で効果的な販促と

PDCAサイクルを実現できます。

競合他社と差別化がうまく図れていない

店舗の情報（売上・在庫・顧客など）を個別に

管理しているため、無駄な業務が発生している

POS単体で店舗業務を一元管理できます！

情報活用が行えます！

店頭POS業務とバックヤード業務の機能を搭載

全ての業務が連動し、業務を効率化

ERPシステムだから、重複業務を

削減できます。

さらにハンディーターミナル等、

機材連携により利便性を向上できます。しちへんげ

だったら！
パソコン不要 （※接続も可能）

DM等販促企画と効果集計が可能

簡単POS

しちへんげ

店舗運営の悩みを解決します！

簡単タッチパネル操作！POSで顧客売上も閲覧可能！



しちへんげ

会員カード

自動釣銭釣札機

バーコードラベラ

ハンディ

・会員ポイント付与による
店頭サービスアップ

・リライト形式・バーコード形式の
両方に対応

・個人情報を取得し、顧客分析
から販促へ

・ＰＯＳマスタと連動し
商品ラベルを印刷

・移動や棚卸など
商品バーコードを
スキャンして実施

・時点受払を正確に
記録

・釣銭の計算ミス防止

・精算の効率化

通販ソフト連携

・通販受注～出荷～請求・入金まで管理可能

・ＰＯＳと売上・顧客・商品データが連動

※通販システムは当社指定の他社製品となります

その他ＯＡ機器

・既設のパソコンを接続可能

・ネットワーク上のプリンタで
各種帳票を印刷可能

この1台だけで⽇常業務を強⼒にカバー！

豊富な周辺機器を必要に応じてセレクト！



販売店

●このカタログに掲載されている内容については、改善の為に予告なしに変更することがありますのでご
了承ください。
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●Intel、Pentium、Celeronは、インテル社の商標または登録商標です。●Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

●QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。●本商品記載の製品名、規格名等は一般に各社の商標または登録商標です。

親POS

システム構成

●1店舗内でのシステム構成に制限されます。 ●1店舗の最⼤接続台数は５台までです。 ●サーバを追加し、複数拠点管理も
可能です。

PC
※必要に応じて

加えることができ
ます。

LAN接続 LAN接続

⼦POS

単体レジ構成

日常業務 バックヤード業務 分析

棚卸

帳票

拡張マスタ管理

・部門マスタ

・商品一括更新

・大分類マスタ

・中分類マスタ

・メーカーマスタ

・シリーズマスタ

・仕入先マスタ

・ブランドマスタ

・店舗グループマスタ ・メッセージマスタ

・仕入グループマスタ

・性別マスタ

・仕入分類マスタ ・続柄マスタ

・入出庫備考マスタ

・店舗マスタ

・ユーザーマスタ

・レジ担当者マスタ

・メニュー設定

・顧客登録

・商品登録

・セット品登録

・バンドル登録

・特売設定

・一括発注登録

・発注登録

・入庫登録

・出庫登録

・店間移動入庫

・店間移動出庫

・ラベル発行

・在庫照会

・トレーニングモード

・棚卸ＢＨＴ取込

・棚卸修正

・棚卸反映

・棚卸

・精算／点検

・タッチパネル設定

・店舗会計報告書

・当日売上商品一覧表

・売上明細票

・発注明細書

・入出庫明細票

・入出庫元帳

・日別売上集計

・日別売上マトリックス

・時間帯別売上

・大分類別売上

・中分類別売上

・部門別売上

・在庫一覧表・入出庫集計表

・棚卸差異表

・仕入明細書

・顧客分析

・商品分析

・顧客企画メンテナンス
・商品企画登録

・商品企画効果集計

・企画商品売上集計

・部門別ＰＬＵ別売上

・セット品売上集計

・仕入先別売上集計

・年代別売上

・仕入先別部門別売上集計

・２期間売上対比

・ＰＬＵ桁別売上集計

・担当者別売上

・仕入実績表

・売上仕入対比表

・店別売上在庫一覧表

・仕入先集計表

・期間別分析

・売上実績集計

・単品売上集計

・日別売上分析

・店別集計

・レジ入力

・入出金入力

・顧客ポイント

(売上補充、適正補充) ・顧客企画効果集計

・日別コメント入力

●Intel、Pentium、Celeronは、インテル社の商標または登録商標です。●Microsoft、Windowsは、米国Microsoft Corporationの米国およびその他の国における登録商標です。

●QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。●本商品記載の製品名、規格名等は一般に各社の商標または登録商標です。

幅４０１×奥行２３７×高さ３１５ｍｍ

外形寸法(幅×奥行×高さ)

POS設置仕様

本体

ドロア（中）

ドロア（小）

ﾚｼｰﾄﾌﾟﾘﾝﾀ

幅４０５×奥行４８０×高さ１１２ｍｍ

幅３３０×奥行４６０×高さ１０４ｍｍ

幅１４５×奥行１９５×高さ１４８ｍｍ

Intel Celeron M 1.3GHz以上インテル® Celeron® 440 2GB

推奨ＰＣPOS推奨ハードウェアスペック

Windows ｘｐ pro 
Windows7 Professional （32‐bit）Windows® Embedded POSReady 2009OS

CPU

メモリ 2GB (最大: 4GB ) スロット数: 2 空き: 1 １GB以上

機能一覧

推奨スペック

簡単POSしちへんげ

複数台レジ構成

親POS

PC

POS

サーバ

VPN
接続

POS

複数拠点一括管理

簡単POSしちへんげ 簡単POS

しちへん
げ



価格表

卸価格
本部システムベース価格：400,000円（税抜）

POS１台 ライセンス価格：280,000円（税抜）
※ライセンス数により価格は別途ご相談を承ります。

上記に含まれていないもの
・サーバー構築費用
・操作指導
・現地訪問による作業
・各種パソコンの設定

希望小売り価格
本部システムベース価格：1,000,000円（税抜）

POS１台 ライセンス価格： 500,000円（税抜）



企業案内
南紀白浜とれとれ市場
（堅田漁協協同組合/日本最大級の海鮮マーケット

受注履歴

１．約３２年前ＰＯＳメーカー５社コンペで日本金銭機械製Ｇ８８００ＰＯＳレジスター受注（約３０台）
その後店舗規模拡大により約５０台～６０台

２．２７年間、償却台数にあわせ、更には店舗規模拡大にあわせＧ４６００シリーズ、Ｇ６０００シリーズ、
IBMシリーズ、HP-POSと５世代にわたってご購入。
その間館内設備を光ケーブルやサーバーも３世代リプレイス。

３．その他とれとれ市場千葉店ご出店時に全システムご購入や、温浴施設用にシステム導入。
更には宿泊施設用に宿泊専用システム導入を頂きました。

４．その後、６世代目となるSHARP製POSシステムをとれとれ市場様用に対応。
５．また勤怠システム、団体予約など堅田漁協組合の基幹業務の運用相談やシステムを受注。

稼働システム

簡単POSしちへんげのシステム ５５台
温浴システム
宿泊施設システム
勤怠システム（２０２０年５月稼働）

成長戦略に対する
今後の夢

①ネット通販と店舗の統一した配送システムの規模拡大
お客様の利便性強化による付加価値サービスの充実化と配送数増

②今後外食産業・宿泊施設の規模拡大

③団体予約管理システム（２０２０年度中）

特記事項

①１９９５年OPEN当初からとれとれ市場内に、場内で購入した商品の
発送業務をヤマト運輸様コーナーを設置していましたが、２００８年頃
から佐川急便に変えられました。
しかし、２０１１年４月からヤマト運輸様に再度変更し、佐川急便ｺｰﾅｰ
を撤去いたしました。

②堅田組合の次世代への移行に伴い、次世代リーダーとの関係性良好

２０１１年新設のヤマト運輸様



企業案内
アサヒレジャー
（Fishing遊 １６店舗／中部地区を中心とした中堅釣具店）

受注履歴

１．１７年前日本金銭機械製Ｇ６０００ＰＯＳレジスター受注
その後店舗規模拡大により 約４０台稼働

２．１７年間、償却台数にあわせ、更には店舗規模拡大にあわせ
Ｇ４６００シリーズ、Ｇ６０００シリーズ、SHARPシリーズ３世代
にわたってご購入。

３．在庫管理の安定稼働に伴い、＠ALLlinkを活用し全仕入先に
EOS発注を稼働
その後、大手メーカーのEDIを稼働させ、仕入業務の大幅な
負担減を実現

稼働システ
ム

簡単POSしちへんげのシステム ４０台
在庫管理＋発注システム
＠ALLlink

成長戦略に
対する
今後の夢

①ネット通販、店舗売上、店舗間移動の統一した物流の見直し
（２０２０年春、自動発注システムの稼働予定）

②顧客の満足度と利便性向上を目指し、オムニチャネルへの
取組みによる配送増

③顧客管理の大幅な見直し。オンデマンドDMや携帯アプリとの
連携

④メーカー、問屋との物流の統一化への取り組み


